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令和６年３月 10 日（日）、第 26 回検査部長・技師

長連絡会議ならびに第 43 回臨床検査精度管理向上

研修会が広島県医師会館と zoom のハイブリットに

て開催されました。 

向上研修会に先立って開催された連絡会議で

は、「精度管理の法改正に対応する SOP（標準作業

手順書）」をテーマに病理検査部門では JR 広島病

院 清水 丈明技師、県立広島病院 矢野 伸太郎技

師、生理検査部門では JA 広島総合病院 霜津 宏典

技師、広島市民病院 福間 輝行技師が発表されま

した。SOP 作成で困ったことは、書類作成に時間

と人手がかかること、SOP 作成のメリットは作業

手順の統一化、要員の学習につながる、新人や部

署配置後要員・学生実習などへの教育ツールとし

て活用できることが挙げられました。今後の課題

として SOP を定期的に見直し、書類の更新を行う

必要性があることを述べられました。 

臨床検査精度管理向上研修会では、広島県医

師会副会長の岩崎 泰政先生より開会の挨

拶後、成績優秀施設への表彰、協力施設への

感謝状授与が執り行われました。その後精

度管理調査結果の評価・解説がありました。  

評価・解説の主な事項は、血液部門で単位間違

いによるご記入により D 評価となった施設があ

り、該当施設には、委員がコメントや単位変換方

法を記載し来年度に向け注意を促していました。

輸血部門では、RhD 血液型検査の Rh コントロール

未実施の施設数が例年と変わっておらず、『Rh コ

ントロールは、検査の有効性を判断するために重

要でありガイドラインの準拠をお願いしたい』と

強く言われていました。フォトサーベイ血液部門

では、細胞名と所見を誤記入している施設があ

り、注意喚起していました。詳細な報告資料は日

臨技ホームページの JAMTQC に掲載されています。 

引き続いて行われた特別講演では、広島大学病

院 検査部 部長・准教授 茂久田 翔先生に「検査

だけでは語れない。内科的関節炎治療」について

講演していただきました。 

内容として、はじめにリウマチ学の総論を説明

していただき、次いで関節リウマチの概論、関節

リウマチの診断と検査の意義、除外すべき疾患の

紹介について様々な論文や自験例を交えながら分

かりやすくお話いただきました。講演の中で、関

節リウマチは様々な除外診断が必要な疾患であ

り、患者さんの身体所見から柔軟に判断し、患者

さんに寄り添った治療を行っている点が印象的で

した。また、膠原病科は様々な角度から他疾患を

除外し、診断していく診療科であり、豊富な知識

や経験が必要であると改めて再認識できた講演で

した。講演の最後に診断においては病歴や身体所

見の優先度が高く、検査データは補助的な役割

で、診断（分類）後のフォローのために必要不可

欠と締めくくられ講演を終了しました。 

 （広報部 本田明奈 黒島知子） 

【報告】第 26 回 検査部長・技師長連絡会議 

第 43 回 広島県臨床検査精度管理向上研修会 
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令和 6 年 2 月 18 日にて呉市広まちづくりセンタ

ーにて「次世代が輝く臨床検査を!」のテーマのも

と開催されました。今回、4 年ぶりに現地のみの

開催ということで、会場には 298 名もの参加者が

集まっており、やっと元の広島県医学検査学会が

戻ってきたように感じました。 

 

「集まれ広臨技」では副会長の有谿さんよりこ

れからの学会運営について、広島国際大学特任教

授の板羽先生より法改正による臨地実習の変更点

についての話をして頂きました。これからの学会

運営については、地区によって会員数の偏りがあ

るため北部地区と東広島地区を一緒にして、今後

の県学会の会場を 5 つの運営地区(①広島②東部③

北部④呉⑤東広島)から 4 つの運営地区(①広島②

東部③北部・東広島④呉)の順番で回すことになる

ようです。来年度の広島県医学検査学会は東広島

で開催ですが、その次からは①広島②東部③北

部・東広島④呉の順で回ることになるそうです。

板羽先生からは臨地実習の変更点についての詳細

な説明と、学生が将来なってほしい臨床検査技師

の在り方等についてお話を頂きました。話の中

で、発達障害などで配慮が必要な学生の場合は、

実習先の施設に話がいく可能性があるという話が

ありました。学生を受け入れる我々としては、い

つでも迎え入れられるよう特性というものをよく

理解しておく必要があると感じました。 

 

一般演題は今回、過去最多の 21 題の演題が集ま

りました。発表者は若い方が多く、一生懸命発表

している姿に私も非常に刺激を受けました。ラン

チョンセミナーでは、「心不全のフォローアップ検

査です。」に何が求められているか？と題して県立

広島病院の日髙貴之先生より講演がありました。

講演では心エコーの画像を中心に心不全の話をし

て頂きました。呉地区企画 3 題では、放射線影響

研究所の小林技師、広島日赤病院の西村技師、済

生会広島病院の奥田技師から発表がありました。

それぞれの研究や活動、自施設での取り組み等を

話して頂きました。また若手の方へのメッセージ

として、チャレンジを続けよう！お互い助け合え

るよう他部署とのコミュニケーションを大事にし

よう！人や仕事との「縁」の大切にしよう！との

メッセージももらいました。これらは若手の方の

みならずベテランまで響くメッセージだったので

はないかと思います。 

【報告】第 41 回 広島県医学検査学会に参加して 
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特別講演では、中国労災病院小林加直先生から

国産初の手術支援ロボット hinotori™の導入と将

来展望～Z 世代が輝く未来に向けて～のテーマで

hinotori™の実際の運用や手術の様子などの話を伺

いました。手術支援ロボットの精度は高く、今後

は人の手による腹腔鏡手術よりも、ロボットによ

る手術支援が主流になってくることが予想される

そうです。 

今回は 1 日のみの開催でしたがその分、濃密な学

会であったと思いました。ただ懇親会はコロナ禍

が未だ収束していないとのため中止となりました

ので、来年度は状況がよくなり懇親会が復活して

他病院の方とのコミュニケーションの場が戻るこ

とを願いたいです。 

(広報部 森﨑 敬祐) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://hiroringi.or.jp/wp/wp-content/uploads/2024/03/d5173abe7ffcd8c54119f71f873bbccf.pdf
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広島市立病院機構 広島市立北部医療センター安佐市民病院 臨床検査部 坂野奏恵 

 

この度は第 41 回広島県医学検査学会で報告した

「出血傾向を呈し治療経過より自己免疫性第Ⅴ因

子欠乏症が疑われた一例」において優秀演題賞を

受賞させていただき大変光栄に思っております。

私は臨床検査技師になって 3 年目になりますが、

学会発表をするのが本学会で初めての経験でした

ので、受賞の発表を聞いたときは大変驚きまし

た。それと同時に、学会に向け、支えてくださっ

た当院検査部の先輩、同期、後輩技師の顔が思い

浮かび、嬉しさと感謝の気持ちでいっぱいになり

ました。 

 本演題で発表させていただきました自己免疫性

後天性凝固第Ⅴ因子欠乏症は発症頻度が年間

0.023～0.09 人/100 万人と極めて稀な疾患であ

り、実際に遭遇したのは本症例が初めてでした。

また、臨床病態や検査所見などから凝固因子イン

ヒビターの存在が疑われたのに対し、クロスミキ

シングテストが典型的な上に凸のインヒビターパ

ターンではなく、下に凸の凝固因子欠乏パターン

を示し、結果をどのように解釈し、臨床へどのよ

うに結果報告をするべきか苦慮しました。最終的

に、本症例の患者は治療が奏功し、症状の増悪や

再発もなく、現在まで良好な経過をたどられてい

ます。しかし、私の中では、当時報告したクロス

ミキシングテストの結果内容は適切であったの

か、また、より早期の段階で診断や治療につなが

る情報提供ができたのではないかと悔しさが残り

ました。その苦い経験を糧に、今後似たような症

例に遭遇した際にうまく対処できるよう、再度本

症例を振り返り、文献収集にもより一層励みまし

た。そのおかげと先輩技師のご指導もあって、多

くの知見を得ることができ、日々の検査業務を行

う上での自信を身につけることができたと思いま

す。 

  

今回の学会発表では、緊張や不安もありました

が、発表後の質疑応答で貴重なご意見をいただく

ことができ、また他の演者の方の発表を聞いて初

めて知ることもあり、非常に多くのことを学びま

した。これからも患者や臨床に貢献できるよう、

研修会や学会に積極的に参加し、日々研鑽を積ん

で参りたいと思います。 

 最後に、審査していただいた先生方、学会実行

委員の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

第 41回 広島県医学検査学会 

～優秀演題賞を受賞して～ 
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【日時】2024 年 5 月 25 日（土） 14：00～15：00 

【会場】Web 研修会（Web配信元：中国中央病院） 

【内容】14：00～15：00 脳波検査～脳波測定で気を付けること～ 

            岡本 哲也 技師（香川大学医学部付属病院） 

【生涯教育点数】 20 点 

WEB 研修会において、会員番号の入力ミス等で生涯教育点数が付与できない場合、自己責任となりますので

ご注意ください。 

【申込み方法】研修会カレンダーより登録をお願いします。 

研修会の事前申し込みは、広臨技会員限定です。 

【申込み〆切】2024 年 5 月 24 日（金） 

【レポート提出期限】2024 年 6 月 1 日（土） 

【問い合わせ先】公立学校共済組合 中国中央病院 松田浩明          

        Email：matsuda-hiroaki@kouritu-cch.jp   TEL：084-970-2121 

 

 

 

 

【日時】 令和６年６月１日（土） 

【会場】 広島市立広島市民病院 １０階講堂 

【内容】  

血液部門精度管理報告会 

  14:30～   1.令和 5 年度 精度管理報告 ～血算部門～       

                      塔村 亜貴 技師 広島赤十字・原爆病院          

 14:50～ 2.令和 5 年度 精度管理報告 ～血液フォトサーベイ～  

                              河野 浩善 技師 広島市立北部医療センター安佐市民病院     

令和 6 年度第 1 回血液研修会 

  15:30～ 3.(仮)Atellica HEMA 関連の話題    

                        池田 尚隆 先生 ｼｰﾒﾝｽﾍﾙｽｹｱ･ﾀﾞｲｱｸﾞﾉｽﾃｨｸｽ株式会社  

 16:00～ 4.私が症例から学んできたこと  荒木 みな子 先生 前）小野田赤十字病院 

【生涯教育点数】専門 20 点 

【申込み方法】現地受付 

【問い合わせ先】広島赤十字・原爆病院 塔村 亜貴 acchafun1101＠gmail.com 

 

【研修会】2024 年度 第 1 回 東部地区臨床生理部門研修会 

～脳波 脳波測定で気を付けること〜 

【研修会】2024 年度 臨床血液部門 

精度管理報告会・第 1 回血液研修会 

https://hiroringi.or.jp/#home-calendar
mailto:matsuda-hiroaki@kouritu-cch.jp
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【日時】2024 年 6 月 19 日（水） 18：30～20：30 

【会場】Web 研修会（Web配信元：中国中央病院） 

【内容】 

18：30～19：30 心臓超音波検査～心臓マニアへの第一歩 今一度基本に立ち返ってみませんか～   

堤 克英技師（福山市民病院） 

19：30～20：30 整形超音波検査～関節エコーの検討中のご施設へ 関節エコーのハードル下げときます～

藤原 基誠技師（公立神崎総合病院） 

【生涯教育点数】専門 20 点 

WEB 研修会において、会員番号の入力ミス等で生涯教育点数が付与できない場合、自己責任となりますので

ご注意ください。 

【申込み方法】研修会カレンダーより登録をお願いします。 

研修会の事前申し込みは、広臨技会員限定です。 

【申込み〆切】2024 年 6 月 18 日(火) 

【レポート提出期限】2024 年 6 月 26 日(水) 

【問い合わせ先】公立学校共済組合 中国中央病院 松田浩明          

        Email：matsuda-hiroaki@kouritu-cch.jp 

        TEL：084-970-2121 

             

 

 

 

 

東部地区生理部門では 2024 年度に超音波検査の質問にお答えする研修会を企

画しています。心臓エコー、腹部エコー、血管エコーでお悩み等ありました

ら、以下の QR コードを読み込み質問を入力してください。 

Q&A 研修会は 2025 年 2 月を予定しています。 

 

 

 

 

 
広報部連絡・専用 E-Mail ＜ koho@hiroringi.or.jp＞ 

次号速報の原稿〆切は 4 月 日です 

【研修会】2024年度 第 2 回 東部地区生理部門研修会 

     ～心臓超音波検査 整形超音波検査について〜 

【募集】エコーに関する質問 大募集！ 

https://hiroringi.or.jp/#home-calendar

